
                地域密着型金融の取組事例 2014 年 11 月 
 

  

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル 新エコ割              ＪＡ名 ＪＡバンク香川（香川県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

地域金融機関の競争激化により、県下ＪＡの信用事業を取りまく環境が一層厳

しくなるなか、収益基盤の拡充策の１つとしてＪＡバンクローン伸長に取組むた

め、地球温暖化防止に向けての社会貢献事業として政府が掲げる「住宅版エコポ

イント制度を活用し、「エコ割」を平成２２年４月に開始しましたが、エコポイン

トの工事対象期限の終了（平成２３年７月３１日）に伴い、「エコ割」から「新エ

コ割」に名称を変更しました。 

 「エコ割」の対象者はエコポイントが確認できる者でしたが、「新エコ割」の対

象者は次の住宅を新築・改築した者としました。 

 ○オール電化住宅 

 ○ガス省エネ住宅 

 ○太陽光発電住宅 

 ○長期優良住宅 

２ 概要  上記住宅を平成２７年２月２８日までに正式申込みを受付けた、ＪＡ住宅ロー

ン等の新規借入申込者に対して金利を軽減するＪＡを対象に助成金を支出する仕

組みです。 

３ 成果 

（効果） 

 平成２４年３月から平成２５年２月までの住宅ローン新規実行は２０４件、エ

コ割の申請は１５０件であり、平成２５年３月から平成２６年２月までの住宅ロ

ーン新規実行は６７６件、エコ割の申請は５８８件です。 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も地域や環境への貢献策として引き続き多くの組合員にＪＡバンク香川を

利用して頂けるよう取組んでいく方針です。 

 


